
一
七
世
紀
の
ロ
シ
ア
製
シ
ベ
リ
ア
諸
地
図

上

正

利

}ま

が

し

与
己

一、

一
六
世
紀
末
!
一
七
世
紀
初
期
の
ロ
シ
ア
製
シ
ベ
リ
ア
地
図

一、

一
六
二
七
年
の
「
大
地
図
」
と
そ
の
説
明
書

一
六
三
三
年
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
作
製

17世紀のロシア製シベリア諸地図

四

一
六
六
七
年
の
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」

は

カ1

し

き

ロ
シ
ア
で
一
七
世
紀
に
作
製
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
諸
地
図
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
学
界
で
も
有
名
な
パ
グ
ロ
フ
(
「
回
釦
m
g
d『
)
や
パ

ッ
ド
レ

l

G
・
司
・
切
向
。
一
色
。
目
。
ち
な
ど
の
英
独
文
で
書
か
れ
た
幾
多
の
論
著
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
は
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

ソ
連

の
学
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
研
究
の
成
果
や
、
パ
グ
ロ
フ
等
に
対
す
る
反
論
な
ど
は
、
論
文
が
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
て
い
る
関
係
か
ら

わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
慮
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
わ
が
国
の
地
理
学
界
並
び
に
歴
史
学
界
を
通
じ
て
、

一
七
世
紀
の
ロ
シ
ア
製
シ
ベ

リ
ア
諸
地
図
に
つ
い
て
、
今
日
で
も
な
お
、
正
確
な
知
識
が
も
た
れ
て
い
な
い
の
は
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
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ソ
連
に
お
い
て
も
、

一
七
世
紀
の
ロ
シ
ア
製
シ
ベ
リ
ア
古
地
図
類
に
対
し
て
は
、
幾
多
の
学
者
に
よ
っ
て
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
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た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
諸
論
考
の
う
ち
に
は
互
に
対
立
す
る
見
解
も
あ
っ
て
、

一
七
世
紀
の
シ
ベ
リ
ア
古
地
図
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、

ソ
連
学
界
に
お
け
る
定
説
が
確
立
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
現
状
で
も
な
い
が
、

ソ
連
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
最
近
刊
行
さ

れ
た
ア
ン
ド
レ

l
フ

(〉
-
H
・
〉
ロ
骨
0
0
3
H
∞
∞
吋
|
居
留
)
の
著
書
「
シ
ベ
リ
ア
史
料
学
概
説
。
第
一
冊
、

一
七
世
紀
。
モ
ス
ク
ワ
、

フL

六
O
年
刊
」

T
)
に、

一
応
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
著
者
ア
ン
ド
レ

l
フ
は
、

一
七
世
紀
と
一
八
世
紀
と
の
シ
ベ
リ
ア
史

に
対
す
る
史
料
学
お
よ
び
古
文
書
学
に
お
い
て
は
、
ソ
連
に
お
け
る
第
一
人
者
と
目
せ
ら
れ
た
こ
の
方
面
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。
か
れ
の

寸
シ
ベ
リ
ア
史
料
学
概
説
。
第
一
冊
、

一
七
世
紀
」
は
、
初
版
が
一
九
四

O
年
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
後
、
こ
の
初
版
に
対
し
て
著
者
自
ら
非
常
に
広
範
囲
な
改
訂
増
補
を
加
え
た
第
二
版
が
、

本
稿
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
パ
グ
ロ
フ
や
パ
ッ
ド
レ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
右
の
ア
ン
ド
レ

1
フ
の
著
書
を
は
じ
め
ソ
連
側
の
研
究
成

一
九
六

O
年
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
c

果
も
考
慮
に
い
れ
な
が
ら
、

一
七
世
紀
の
ロ
シ
ア
製
シ
ベ
リ
ア
藷
地
図
に
関
す
る
現
在
ま
で
の
諸
学
者
の
研
究
成
果
を
、

一
応
こ
こ
に
ま

と
め
て
、
そ
れ
を
ロ
シ
ア
古
地
図
史
の
一
環
と
し
て
概
観
す
る
と
共
に
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
う
ち
で
現
存
す
る
古
地
図
類
を
、

一
七
世
紀

シ
ベ
リ
ア
の
歴
史
学
的
並
び
に
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
た
め
の
、
資
料
と
し
て
利
用
す
る
場
合
に
、
留
意
す
べ
き
種
々
の
問
題
点
を
指
摘

し
て
お
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一、

一
六
世
紀
末

l
一
七
世
紀
初
期
の
ロ
シ
ア
製
シ
ベ
リ
ア
地
図

ロ
シ
ア
に
お
い
て
地
図
の
作
製
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
七
世
紀
よ
り
古
い
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
地
理
学

史
の
研
究
者
レ

l
ベ
ジ
ェ
フ

(
ロ
・
冨

-Twzb2)
に
よ
る
と
、
す
で
に
こ
ニ
世
紀
|
一
四
世
紀
の
こ
ろ
に
ロ
シ
ア
に
お
け
る
地
図
作
製

の
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
が
、
確
実
な
文
献
に
基
づ
い
て
間
接
的
に
で
も
ロ
シ
ア
製
地
図
の
存
在
を
主
張
し
う
る
の
は
、

一
六
世
紀
の
初



め
の
と
と
で
あ
る
。
そ
の
時
代
の
ロ
シ
ア
製
地
図
類
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
地
図
は
、

一
六
世
紀
前
半
に
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
で
作
製
さ
れ
た
ロ
シ
ア
地
図
の
、
ナ
頁
料
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
人
々
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
ロ
シ
ア

地
図
、
す
な
わ
ち
ア
、
グ
ネ
ゼ

(∞-
k
r
m
H
M
O
N
F
 

ミ
ュ
ン
ス
-
ア
ル

(ω
・

ヴ
ィ
ド

(kr
・
〈
広

一
五
五
五
年
刊
)
、

一
五
二
五
年
刊
)
、

慰
問
ロ
ロ
回
一
応

w
F

一
五
四
九
年
刊
)
な

一
五
三
七
年

l
五
O
年
刊
)
、

ヘ
ル
ベ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

(ω
・〈
O
ロ
出
。
号

mgzz
一
五
四
六
年
刊
、

ど
は
、
確
実
に
ロ
シ
ア
製
地
図
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る

2〕
O

き
て
、

ロ
シ
ア
人
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
征
服
は
一
五
八

0
年
代
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、

シ
ベ
リ
ア
の
地
図

(
n
v
R
q。N
V
)

と
そ
の
説

明
書
あ
る
い
は
目
録
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
(
さ
由
主
印
)
と
は
、

ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
を
一
六
世
紀
末
か
ら
一
六
三
七
年
ま

で
管
轄
し
て
い
た
モ
ス
ク
ワ
の
旧
カ
ザ
ン
王
国
事
務
取
扱
所
(
同
忠
告
許
可
仏
〈

2
2
S
に、

一
六
世
紀
末
か
ら
収
納
さ
れ
て
い
た
よ
う

17世紀の戸シア製シベリア諸地図

で
あ
る
。
ま
た
、

ア
ン
ド
レ

l
フ
や
レ

1
ベ
ジ
ェ
フ
の
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
若
干
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
が
、

一
六
一
四
年
に

当
時
の
ロ
シ
ア
外
務
省
(
唱
。
印
。
戸
田
町
可
句
門
戸

W
R
)
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

一
六
一
四
年
に
ロ
シ
ア
外
務
省
に
あ
っ
た

「
諸
国
図
の
目
録
(
同

2
1由
。

vo
ユm
w
N
F
m
w
B
E
N
ロ
1
h
F
m
O
凹
ロ
仏
国
司
門
田
宮
)
」
の
な
か
に
は
、
「
カ
ザ
ン
(
同
日
開
吉
)
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ
の
道

路
図
。
考
朽
、
破
損
」
と
い
う
記
載
と
、
「
チ
ェ
ル
ド
ゥ
イ
ニ
(
の

F
R【
守
口
)

か
ら
の
シ
ベ
リ
ア
図
。

老
朽
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
と
い

ぅ
。
後
者
の
方
の
地
図
を
フ
ェ
リ

(ω
・吉一
-
m，
mw
戸
)
は
一
五
八
七
年

l
一
五
九
七
年
の
も
の
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
当
時
ロ

シ
ア
に
知
ら
れ
て
い
た
範
囲
の
シ
ベ
リ
ア
の
、
最
も
古
い
地
図
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
右
の
ニ
図
は
共
に
現
存
し
て
い
な
い
百
五

そ
の
ほ
か
に
も
、
こ
の
時
代
に
シ
ベ
リ
ア
で
地
図
が
作
製
さ
れ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
証
拠
が
あ
る
。
た
と
え
ば
ア
ン
ド
レ

l
フ
の
記

載
に
よ
る
と
、

チ
ュ
メ
ニ
の
長
官
ヤ
ノ
フ
(
匂
・
ペ

gー。〈)
に
対
す
る
一
六

O
O
年
一
月
三

O
日
の
勅
令
に
は
、
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
と

89 

チ
ュ
メ
ニ
と
の
間
の
イ
ェ
パ
ン
チ
ン
・
ユ
ル
ト
(
吋
S
m
wロ
n
F
E
M
E吋
F

後
の
ト
ゥ
リ
ン
ス
ク
叶
ロ
江
口
岳
)
に
、
宿
場
と
柵
と
を
建
設
す
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る
こ
と
を
命
じ
、
な
お
、
柵
と
要
塞
と
を
地
図
に
描
い
て
、

モ
ス
ク
ワ
の
旧
カ
ザ
ン
王
国
事
務
取
扱
所
へ
送
付
す
る
よ
う
に
命
令
し
て

ボ
リ
ス
ク
の
長
官
ト
ゥ
イ
ル
コ
フ
(
〈
・
叶
可
件
。
〈
)
と
に
対
す
る
、

い
る
。
ま
た
、
ト
ム
ス
ク
(
斗
。
言
問
ぎ
を
建
設
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
ス
ル
グ
l
ト
の
長
官
ピ
セ
ム
ス
キ

1
(
の
・
回
目
吉
田
町
三
と
ト

一
六

O
四
年
三
月
二
五
日
の
命
令
に
は
、
都
市
の
附
近
を
観
察
し
て

地
図
に
描
く
こ
と
を
指
令
し
て
い
る

2do

こ
の
よ
う
に
、
シ
ベ
リ
ア
の
地
図
は
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
初
期
に
か
け
て
作
製
さ
れ
た
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

地
図
の
現
存
す
る
も
の
が
な
い
た
め
に
、
そ
の
面
影
は
知
り
難
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

一
七
世
紀
初
期
の
ロ
シ
ア
人
製
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
面

影
を
伝
え
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
人
マ
ッ
サ
(
同
盟
仰
の
冨

g
g
)
の、

シ
ベ
リ
ア
北
部
を
含
む
北
極
海
沿
岸
地
方
の
地
図
は
、
貴
重
な
価
値
を

も
つ
資
料
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
れ
は
、

↑
六

O
一
年
か
ら
一
六

O
九
年
ま
で
モ
ス
ク
ワ
滞
在
中
に
、

ロ
シ
ア
人
の
作

製
し
た
北
部
ロ
シ
ア
か
ら
シ
ベ
リ
ア
北
部
に
い
た
る
北
極
海
沿
岸
地
方
の
地
図
を
入
手
し
た
。

マ
ッ
サ
は
そ
れ
の
複
写
図
を
つ
く
り
地
名

を
ラ
テ
ン
文
字
に
転
写
し
た
も
の
を
、

一
六
一
二
年
お
よ
び
一
六
一
三
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
刊
行
さ
れ
た
か
れ
の
著
書
「
タ
ル
タ
リ

ー
に
お
け
る
サ
モ
イ
ェ

l
ド
族
の
地
方
の
記
述

(Funv弓
乱
ロ
m
F
O
〈
mg含円
ωωgoM諸
島
g
F
M
W
ロ

E
E吋，
R
Z門戸
8
・
〉
自
由
件
。
吋
門
戸
釦

H
F

国

28-AUmw
吋ユ
Z
N・
と
の
な
か
に
挿
入
し
た
の
で
あ
っ
た
(

5

)

(

第
一
図
と
第
二
図
参
照
)
む

マ
ッ
サ
が
ロ
シ
ア
人
か
ら
北
極
海
沿
岸
地
方
の
地
図
を
入
手
し
た
事
情
は
、
か
れ
自
身
の
手
記
に
よ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
マ
ッ
サ
に
は
ロ
シ
ア
に
一
人
の
友
人
が
あ
り
、
友
人
の
兄
弟
は
シ
ベ
リ
ア
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
兄
弟
の
口
授
に
従
っ
て
拙

い
た
そ
の
地
方
の
略
図
(
凹

w
o
-
z
g
g
m匂
)

を
、
友
人
が
マ
ッ
サ
に
与
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
兄
弟
は
す
で
に
死
去
し
て
い
た
が
、
そ

の
人
は
自
ら
ワ
イ
ガ
ッ
テ
七
海
峡
を
通
過
し
て
オ
ピ
川
ま
で
は
ど
こ
で
も
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
先
方
の
こ
と
は
、
伝
聞
に
よ
っ

て
知
っ
て
い
た
だ
げ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
散
に
入
手
し
た
地
図
は
海
岸
の
略
図
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

マ
ッ
サ
の
入
手
し
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第1図マッサの北極海沿岸図。 1612年刊。
(J. Keuningによる)

第2図 マッサの北極海沿岸図。 1613年干Ij。
(Bagrow， L.: Die Geschichte der 
Kartographie. Berlin， 1951. ~こよる)

①ウンスカヤ湾①アルハンゲリスク

①カニン半島 ④チョシュスカヤ湾とコ

ルグェフ島@ベチョラ )11 @ノヴァ
ヤ・ゼムリヤ島 ①ヴァイガチ島 ③ヤ

マル半島とベールイ島 ①トポリスク

⑮オピ/11@タズ川とマンガゼヤ⑫イ
ェニセイ川 ⑮ピヤシナ川

マ
ッ
サ
複
写
図
の
右

た
ロ
シ
ア
人
の
描
い
た
原
図
は
、
多
分
一
六

O
四
年
|
一
六

O
八
年
の
間
に
措
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

下
に
当
る
タ
ズ
川
の
東
岸
に
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
の
町
(
冨
ωロ向釦
N
a
p
同，

ω
8
4田
町
三

m
o
g
p

前
記
の
マ
ッ
サ
の
、

図
が
二
ハ

O
一
年
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
百
)
O

一
六

O
O年
末
建
設
)
が
あ
る
の
で
、

こ
の

一
六
一
二
年
と
一
六
一
三
年
と
の
二
つ
の
刊
行
図
を
み
る
と
、
地
図
の
西
方
は
、
北
ド
ヴ
ィ
ナ
川
口
の
西
方
の
ウ

地
図
の
東
方
は
、

シ
ベ
リ
ア

ン
ス
カ
ヤ
湾
(
巴

swam‘関
口

σ旬
、
地
図
の
上
で
は

0
2
2
g
m
o白
げ

ω
と
書
か
れ
て
い
る
)
に
始
ま
り
、
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西
シ
ベ
リ
ア
の
南

の
タ
イ
ミ
ル
半
島
の
ピ
ヤ
シ
ナ
川

(
H
J
S
E
m
-
地
図
の
上
で
は
司
忠
明
日
仏
包
一
円
ゅ
の
回
と
な
っ
て
い
る
)
ま
で
描
か
れ
、
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方
は
ト
ポ
リ
ス
ク
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
刊
行
図
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
図
は
根
本
に
お
い
て
は
同
一
図
と
み
な
し
得
る

一
六
一
三
年
刊
図
の
方
が
良
く
て
、
と
れ
に
は
若
干
の
補
訂
が
み
ら
れ
る
。
特
に
一
見
し
て
わ
か
る
著
し
い
相
違
は
、

刊
図
の
方
に
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
北
部
に
二
人
の
ザ
モ
イ
ェ

l
ド
人
が
描
か
れ
、
そ
の
上
方
に
数
行
の
説
明
文
が
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ

占守、喝、
カ

一
六
一
三
年

る。
と
に
か
く
こ
の
両
図
は
、
共
に
初
期
の
ロ
シ
ア
製
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
現
存
す
る
最
古
の
地
図
と
い
う
べ
き
で
、

ロ

シ
ア
古
地
図
史
の
貴
重
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

一一、
一
六
二
七
年
の
「
大
地
図
」
と
そ
の
説
明
書

一
七
世
紀
初
期
に
お
け
る
シ
ベ
リ
ア
の
地
理
に
関
す
る
貴
重
な
文
献
と
し
て
は
、
も
う
一
つ
、
最
近
ソ
連
で
諸
写
本
を
校
合
し
解
説
を

間
し
て
公
刊
さ
れ
た
「
大
地
図
の
説
明
書
(
同
巳
mmH
切
o-mv
。g
ロ
n
F
0
2
0
N
Vロ・

E
N叶)」
(

7

)

が
あ
る
。
こ
の
書
の
シ
ベ
リ
ア
の
部
分
に

イ
シ
ム
川
、
ト
ボ
ー
ル
川
そ
の
他
の
諸
支
流
、
並
び
に
北
方
の
プ
ル
川
、
タ
ズ

川
な
ど
の
流
域
の
、
水
系
や
諸
都
市
聞
の
距
離
な
ど
に
関
す
る
記
載
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
西
シ
ベ
リ
ア
に
関
す
る
古
い
地
理
的
記
述
の
一

は
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
オ
ピ
川
と
そ
の
支
流
イ
ル
チ
シ
川
、

つ
で
あ
る
。

こ
の
「
説
明
書
」
が
作
ら
れ
た
由
来
は
、

一
六
二
七
年
に
、
当
時
官
職
の
任
命
を
司
っ
て
い
た
役
所
(
河
自
ミ
包
)
に
お
い
て
、
西
シ

モ
ス
ク
ワ
か
ら
ク
リ
ミ
ア
半

ベ
リ
ア
ま
で
を
含
む
モ
ス
ク
ワ
国
の
古
い
「
大
地
図
(
切
包
岳
O
可

n
v
o
H
q
o
N
V
)
」
の
忠
実
な
複
写
図
と
、

島
ま
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
新
し
い
地
図

(
n
F
R
q
o
N
V
U
o
-
吉
宏
司
2
0
M
8
1
)
と
を
作
製
さ
せ
た
時
に
、

両
地
図
に
基
づ
い
て
「
大
地
図
の
説
明
書
」
を
も
作
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
(
8
1

同
時
に
、

こ
れ
ら
の
新
旧

一
六
二
七
年
に
勅
命
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
右
の
「
大
地



図
」
の
複
写
図
と
説
明
書
と
の
作
者
は
、
こ
の
役
所
の
職
員
で
あ
っ
た
メ
ゼ
ン
ツ
オ
フ
(
〉
・
富
良

g
Z
O〈
)

で
あ
っ
た
こ
と
が
、

一ムハ

二
七
年
の
か
れ
の
請
願
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
判
明
し
た
宮
古

一
六
二
七
年
に
お
い
て
す
で
に
使
い
古
さ
れ
て
い
た
と
い
う
古
い
「
大
地
図
」
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
ま
で
を
含
む
モ
ス
ク
ワ
国
家
の
全
図

と
し
て
は
、
恐
ら
く
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
古
い
「
大
地
図
」
の
原
図
も
、

一
六
二
七
年
の
そ
の
複
写
図
も
共
に
現
存

し
て
お
ら
ず
、
た
だ
「
大
地
図
の
説
明
書
」
だ
け
が
、
三
七
種
に
お
よ
ぶ
多
数
の
写
本
と
し
て
(
最
も
古
い
書
写
年
代
の
明
記
さ
れ
て
い

る
の
は
一
六
六

0
年
代
の
写
本
で
あ
る
が
)
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
「
大
地
図
」
の
内
容
は
、
「
説
明
書
」
の
記
載

か
ら
推
測
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

古
い
「
大
地
図
」
の
作
製
年
代
に
つ
い
て
は
、
帝
政
時
代
い
ら
い
ロ
シ
ア
の
諸
学
者
に
よ
っ
て
、
種
々
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
き
た
。

17世紀の戸シア製シベリア諸地図

レ
l
ベ
ジ
ェ
フ
は
、
そ
れ
ら
の
主
要
な
見
解
を
あ
げ
た
後
で
、
こ
の
年
代
決
定
は
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、
多
分
一
六
世
紀
の
最
後
の
二

O

l
z一0
年
聞
に
作
製
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
し
か
言
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
(
想
。
し
か
し
ア
ン
ド
レ

l
フ
の
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ

一
九
四
九
年
に
シ
パ
ノ
フ
(
円
〉

-
m
E
σ
8
0
4
)
は
こ
の
「
説
明
書
」
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
て
、

一
六
二
七
年
の
地
図
の
基

る
と
、

礎
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
古
い
若
朽
の
「
大
地
図
」
は
、
お
よ
そ
一
六

O
O年
i
一
六

O
一
年
ご
ろ
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
結

論
を
出
し
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
論
証
の
根
拠
は
、
こ
の
「
説
明
書
」
に
は
一
五
九
八
年
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
都
市
は
全
部
記
載
さ
れ

一
六

O
O年
お
よ
び
一
六

O
一
年
に
建
設
さ
れ
た
ト
ゥ
リ
ン
ス
ク
と
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
百
二

お
よ
び
一
六

O
四
年
に
建
設
さ

て
い
る
こ
と
、

れ
た
ト
ム
ス
ク
と
ケ
ト
ス
ク
柵
と
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

モ
ス
ク
ワ
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
で
最
も
後
代
に
建
設
さ
れ
た
都
市
と
し

て
は
、

一
六

O
O年
七
月
に
建
設
さ
れ
た
ツ
ア

l
レ
フ
・
ボ
リ
ソ
フ
市
(
叶

g
5
4
回
O
丘四

0
5
ノ
l
ヴ
ィ
・
ツ
ア

l
レ
フ
・
グ
ラ
l
ド

93 

Z
。
〈
山
、
斗

E
H
0
4
m
g【
同
)
の
記
載
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
事
実
で
あ
る
。

ア
ン
ド
レ

1
フ
自
身
も
、
こ
の
シ
パ
ノ
フ
の
結
論
を
正
当
な
も
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の
と
開
山
め
て
い
る
(
臼
〉
O

な
お
つ
い
で
な
が
ら
、

一
六
二
七
年
に
作
製
さ
れ
た
前
述
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
新
し
い
地
図
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。
こ
の
地
図
も
現

存
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
パ
グ
ロ
フ
は
、
か
れ
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
国
立
図
書
館
で
発
見
し
た
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
お
よ
び
チ
ェ
ル
カ
ッ
ス

イ
の
諸
都
市
の
地
図
」
を
、
そ
の
複
写
図
で
あ
る
と
芳
え
て
公
表
し
た
の
で
あ
っ
た

az
し
か
し
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、

「
大
地
図

の
説
明
書
」
校
合
本
の
責
任
編
集
者
で
あ
る
ソ
連
の
セ
ル
ピ
ン
(
同

-z・
m足
立
ロ
)

が
、
「
大
地
図
の
説
明
書
」
に
警
か
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
記
述
に
合
致
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
パ
グ
ロ
フ
発
見
図
が
一
六
二

は
、
パ
グ
ロ
フ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
地
図
の
内
容

七
年
作
製
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
図
の
複
写
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
(
び
。

一、
二
ハ
三
三
年
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
作
製

前
節
で
の
ベ
た
右
い
「
大
地
図
」
の
シ
ベ
リ
ア
の
部
分
は
、
そ
の
「
説
明
書
」
か
ら
推
測
し
得
る
限
り
で
は
、
オ
ピ
川
流
域
と
タ
ズ
川

流
域
と
の
西
シ
ベ
ワ
ア
だ
け
を
含
む
も
の
で
、
と
れ
は
、

一
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
の
シ
ベ
リ
ア
に
対
す
る
知
識
を
表
現
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

一
六
二
七
年
に
そ
の
複
写
図
と
説
明
書
と
が
作
製
さ
れ
た
前
後
に
は
、
す
で
に
ロ
シ
ア
入
は
イ
ェ
ニ
セ
イ

川
以
東
の
東
シ
ベ
リ
ア
へ
進
出
し
て
、
そ
こ
に
都
市
や
柵
を
建
設
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
「
大
地
図
」
の
シ
ベ
リ
ア
の
部
分
は
、

す
で

に
当
時
の
ロ
シ
ア
人
の
シ
ベ
リ
ア
進
出
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

一
六
二
七
年
に
新
し

い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
図
が
作
製
さ
れ
た
の
も
、
南
ロ
シ
ア
に
お
け
る
同
様
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
る
う
。
シ
ベ
リ
ア
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
地

図
と
そ
の
説
明
書
と
を
作
製
す
る
企
て
が
、
こ
の
こ
ろ
に
起
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

従
来
、
最
初
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
と
み
な
す
べ
き
も
の
は
、
ト
ポ
リ
ス
ク
の
地
方
長
官
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
(
司
・
戸
。
。
岱
F
5
0
5
の
と
き
に
ト



ポ
リ
ス
ク
で
作
製
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、

一
六
六
七
年
の
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
(
本
稿
の
第
四
節
参

照
)
。
し
か
る
に
ア
ン
ド
レ

l
フ
は
、
そ
の
著
書
の
初
版
「
一
七
世
紀
の
シ
ベ
リ
ア
史
料
学
概
説
、

一
九
四

O
年
刊
」
の
な
か
で
、
「
ゴ
ド

ゥ
ノ
フ
図
」
よ
り
古
い
シ
ベ
リ
ア
全
図
の
こ
と
を
報
じ
て
い
る
文
献
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
す
で
に
工
ハ
二
六
年
に
ト
ボ
リ
ス
ク
に

お
い
て
シ
ベ
リ
ア
全
図
を
作
製
す
る
よ
う
に
命
令
が
出
て
い
た
こ
と
台
、
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
ア
ン
ド
レ

l
フ
の
記
載
に
よ
る
と
、
ト
ボ
リ
ス
ク
の
地
方
長
官
ホ
ヴ
ァ
ン
ス
キ
l
(
P
可
・
同
町
0
4
ω
ロ
mwち
の
一
六
二
六
年

の
復
命
書
の
な
か
に
、
同
年
ト
ボ
リ
ス
ク
に
お
い
て
シ
ベ
リ
ア
全
図
を
作
製
せ
よ
と
の
勅
命
を
受
取
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
全
シ

ベ
リ
ア
の
都
市
と
柵
と
の
長
官
に
対
し
て
、
そ
の
地
域
の
地
図
と
説
明
書
と
を
作
製
し
て
ト
ボ
リ
ス
ク
へ
送
付
す
る
よ
う
に
命
じ
た
と
と

そ
れ
ら
の
地
図
と
説
明
書
と
が
ト
ポ
リ
ス
ク
へ
到
着
し
し
だ
い
、

シ
ベ
リ
ア
全
図
と
そ
の
説
明
書
と
を
作
製
し
て
、
そ
れ
を
モ
ス
ク
ワ
ヘ

17世紀のロシア製シベリア諸地図

送
る
つ
も
り
で
あ
る
と
ど
、
を
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
業
は
遅
延
し
た
も
の
と
み
与
え
て
、
そ
れ
を
促
進
す
る

た
め
で
あ
ろ
う
が
、
ホ
ヴ
ァ
ン
ス
キ
l
の
次
の
ト
ポ
リ
ス
ク
長
官
ト
ゥ
ル
ベ
ツ
コ
イ
(
〉
・

2
・
吋
E
σ
E
m
w
o司
)
等
に
与
え
ら
れ
た
訓
令

ア
ン
ド
レ

l
フ
は
、
ト
ゥ
ル
ベ
ツ
コ
イ
等
の
一
行
は
、

一
六
二
八

の
な
か
に
も
、

一
六
二
六
年
の
命
令
が
繰
り
返
え
さ
れ
て
い
る
戸
時
)
。

年
初
め
に
ト
ボ
リ
ス
ク
へ
旅
立
っ
た
に
違
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
、
ま
だ
地
図
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

一
六
ニ
七
年
l
二
八
年
に
、
右
の
よ
う
な
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
作
製
事
業
が
実
際
に
遂
行
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
も
な
お
、

そ
れ
を
証
明
す
る
積
極
的
な
資
料
は
な
い
。
こ
の
時
の
地
図
と
い
う
も
の
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
そ
の
地
図
の
説
明
書
を
写
し
た
と

思
わ
れ
る
写
本
「
シ
ベ
リ
ア
の
都
市
と
柵
と
の
目
録
(
河

g立
国
即
日
目
立

B
E
B
m
o
s
a
m
H
H
ニ。閉口
O
ぬ

mWHF
・
-
:
:
)
」
が
現
存
す
る
だ
け
で

95 

し
か
も
こ
の
写
本
は
、

ト
ボ
リ
ス
ク
管
轄
下
の
諸
都
市
の
記
載
が
あ
る
前
半
だ
け
で
、
ト
ム
ス
ク
管
轄
下
の
諸
都
市
の
記
載
が
あ

あ
り
、
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っ
た
と
推
測
し
得
る
後
半
を
欠
損
し
た
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
(
寸
昨
O
F
k
r
・kr
・H

印
伊
豆
円
〈
凶
ぐ
口

4
0
W
0
・同∞

8
・
所
収
)
。
し
か
し
、

ア
ン
ド
レ

l
フ
は
前
記
の
著
書
の
初
版
(
一
九
四

O
年
刊
)
に
お
い
て
、
確
実
な
根
拠
も
な
い
ま
ま
に
、

シ
ベ
リ
ア
全
図
と
そ
の
説
明
書

と
は
一
六
二
九
年
に
完
成
し
た
と
推
定
し
た
の
で
あ
っ
た
(
時
三

そ
の
後
こ
れ
に
対
し
、
シ
ベ
リ
ア
史
家
と
し
て
有
名
な
パ
フ
ル

I
シ
ン
(
印
・
〈
・
∞

mwwvg笹
山
口
)
は
、
か
れ
が
一
九
四
七
年
に
発
表
し

た
論
文
の
な
か
で
、
ア
ン
ド
レ

1
フ
の
推
定
が
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
シ
ベ
リ
ア
全
図
と
そ
の
説
明
書
の
作
製
年
代

は
、
説
明
書
の
な
か
に
、
オ
ピ
川
下
流
の
コ
ダ
(
問
。
仏
釦
)
の
土
侯
ド
ミ
ト
リ
l
・
ア
ラ
チ
ェ
フ

(
U
B芹
弓
一
〉
g
n
F
0
4
)
の
領
地
と
そ

の
オ
ス
チ
ャ
ク
族
と
の
記
載
が
あ
る
故
、
先
代
の
土
侯
で
あ
っ
た
か
れ
の
父
親
ミ
ハ
イ
ル
(
富
山
W
V包
一
E
m
n
v
o
S
の
死
ん
だ
一
六
三
三

年
以
前
で
は
あ
り
得
な
い
と
主
張
し
た

2
3
さ
ら
に
リ
モ
ノ
フ
(
J

門
戸
〉
-
E
5
0ロ
0
4
)
は、

説
明
書
の
内
容
を
な
お
一
層
詳
細
に
検

討
し
て
、
こ
の
説
明
書
の
作
製
年
代
は
、
ド
ミ
ト
リ
ー
が
ト
ボ
リ
ス
ク
に
到
着
し
た
一
六
三
三
年
一
月
六
日
と
キ
ル
ギ
ン
ス
カ
ヤ
村

(岡山

H
m
Z回目同
mqm-
回目。
σ0仏
釦
)
の
建
設
さ
れ
た
同
年
三
月
と
の
聞
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、

ア
ン
ピ
a

レ

ー
フ
は
そ
の
著
書
の
増
訂
版
(
一
九
六

O
年
刊
)
に
お
い
て
は
、
普
通
に
最
初
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
六
六
七
年
の

「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
以
前
に
、
最
初
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
と
そ
の
説
明
書
と
が
、

一
六
三
三
年
に
作
製
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
ア
ン
ド
レ

I
フ
は
、
こ
の
全
図
は
、
ウ
ラ
ル
山
脈
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
ま
で
を
含
む
今
日
の
意
味
で
の
全
シ
ベ
リ
ア
で
は
な
く
、

そ
の
当
時
に
お
け
る
意
味
で
の
全
シ
ベ
リ
ア
の
地
図
で
あ
る
と
、
と
と
わ
っ
て
い
る
(
ぎ
。

パ
グ
ロ
フ
は
、
ア
ン
ド
レ

l
フ
の
著
書
の
初
版
(
一
九
四

O
年
刊
)
が
出
た
後
も
、

た
。
パ
グ
ロ
フ
の
考
え
に
よ
る
と
、
一
六
二
六
年
に
新
し
い
シ
ベ
リ
ア
地
図
作
製
の
命
令
は
出
さ
れ
た
が
、
地
図
は
実
際
に
は
作
ら
れ
な

か
っ
た
の
だ
。
作
製
年
代
も
不
明
で
、
地
図
に
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
説
明
書
に
、
道
路
の
詳
細
な
記
述
が
あ
る

一
貫
し
て
ア
ン
ド
レ

l
フ
の
考
え
に
反
対
を
続
け



に
し
て
も
、
そ
れ
を
一
六
二
六
年
の
作
製
命
令
に
よ
る
地
図
の
説
明
書
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
最
初
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
は
、
自
分

が
そ
の
複
写
図
を
発
見
し
た
一
六
六
七
年
の
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る

8
3

ア
ン
ド
レ

l
フ
の
増
訂
版

パ
グ
ロ
フ
は
、

が
出
る
ま
で
に
死
去
し
た
の
で
、
説
明
書
の
作
製
年
代
を
一
六
三
三
年
に
確
定
で
き
る
と
と
は
、
知
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ア
ン
ド
レ

l
フ
の
増
訂
版
が
で
た
現
在
、
わ
れ
わ
れ
第
三
者
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
論
争
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど
地

図
は
現
存
し
な
い
。
し
か
し
一
六
二
六
年
の
地
図
作
製
命
令
が
現
存
し
、
ま
た
一
六
三
三
年
と
考
定
さ
れ
る
地
図
の
説
明
書
が
(
そ
れ
は

後
半
を
欠
損
し
た
不
完
全
な
写
本
で
は
あ
る
が
)
現
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
六
三
三
年
ご
ろ
に
シ
ベ
リ
ア
地
図
が
作
製
さ
れ
た
可
能

牲
が
あ
る
と
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、

ア
ン
ド
レ

l
フ
の
主
張
す
る
よ
う
に
多
分
作
製
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
と
さ
え
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

17世紀のロシア製シベリア諸地図

し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、

ア
ン
ド
レ

l
フ
の
よ
う
に
、
そ
の
当
時
に
お
け
る
意
味
で
の
シ
ベ
リ
ア
「
全
図
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
を
し

な
が
ら
、
「
最
初
」
争
い
を
し
た
の
で
は
、
議
論
の
混
乱
を
免
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
な
ら
ば
、
時
代
が
下
っ
て
ロ
シ
ア
人
の
シ
ベ
リ

ア
進
出
範
囲
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
異
な
る
範
囲
を
内
包
す
る
幾
つ
か
の
「
最
初
」
の
シ
ベ
リ
ア
「
全
図
」
が
有
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
今
日
の
ソ
連
の
地
理
書
で
は
、

シ
令
ベ
リ
ア
と
呼
ぶ
範
囲
は
東
西
シ
ベ
リ
ア
の
地
を
指
し
、
ソ
連
極
東
は
別
の
地
域
と
し
て
取
扱

う
の
が
普
通
で
あ
る
。
科
学
的
な
地
誌
と
し
て
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
古
地
図
を
論
ず
る
場
合
に
パ
グ
ロ
フ
な
ど
が
使

う
一
般
的
な
用
語
と
し
て
は
、

シ
ベ
リ
ア
全
図
と
い
う
の
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
ま
で
の
ソ
連
極
東
を
も
含
む
北
ア
ジ
ア
全
図
と
同
義
語
で

ロ
シ
ア
人
が
レ
ナ
河
畔
に
ヤ
ク

1
ツ
ク
柵
を
建
設
し
た
の
は
一
六
三
二
年
の
と
と
で
、

一
六
三
三
年
ご
ろ
と
い
え
ば
、

あ
る
。

ロ
シ
ア
人

が
や
っ
と
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
か
ら
レ
ナ
川
流
域
'
へ
進
出
し
は
じ
め
た
時
代
で
あ
る
か
ら
(
号
、
こ
の
時
の
シ
ベ
リ
ア
「
全
図
」
は
、
カ
ム
チ
ャ

97 

ツ
カ
ま
で
を
含
む
シ
ベ
リ
ア
全
図
で
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

シ
パ
ノ
フ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
「
最
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て
い
る
。

第3図 ゴドゥノフのシベリア図 (1667年)の複写図。レメゾフ

のシベリア地図帳(ハーヴァード図書館蔵)，所収。

1.キタイ王国(中国) 2.アムール川 3.カムチャツカ 4. 
レナ川 5.オレニヨク川 6.イェユセイ川とパイカル湖

7.タズ湾とタズ川 8.オピ湾とオピ川水系(テレツコェ湖
から流出するオピ川。イルチシ川とトボール川との合流点

のトポリスク。ウラル山脈に発源するトボール川の諸支

流) 9.ウラル山脈 10.ベチョラ川 11.コラ半島 12.北
ドヴィナ川とアルハンゲリスク 13.ウ'ォルガ)11とカザン
14.ヴォルカフ11口のアストラハン

初
」
争
い
の
議
論
の
混
乱
を
さ
げ
る
た
め
に
、
シ

ベ
リ
ア
全
図
と
い
う
の
は
北
ア
ジ
ア
全
図
と
同
一
義

語
で
あ
る
と
定
義
す
る
な
ら
ば
、
シ
ベ
リ
ア
全
図

は
一
六
六
七
年
に
初
め
て
作
製
さ
れ
た
と
い
う
パ

グ
ロ
フ
の
主
張
を
認
め
る
こ
と
は
、
か
り
に
一
六

三
三
年
図
の
作
製
が
実
際
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

わ
れ
わ
れ
に
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

四

一
六
六
七
年
の
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」

一
六
六
七
年
に
ト
ポ
リ
ス
ク
で
作
製
さ
れ
た
シ

ベ
リ
ア
全
図
、
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
は
、

シ
ベ
リ
ア
古
地
図
史
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、

今
日
そ
の
原
図
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
幸

に
も
、
そ
れ
を
複
写
し
た
若
干
の
写
図
が
現
存
し

そ
れ
ら
の
内
で
、
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
の
ロ
シ
ア
語
の
ま
ま
の
複
写
図
は
、
二
つ
し
か
な
い
。
そ
の
一
つ
は
、
パ
グ
ロ
フ
が
セ
ミ
ヨ
ン
・

レ
メ
ゾ
フ
(
印
何
百
三
ロ
ロ
河
O
B
E
0
4
)

の
シ
ベ
リ
ア
地
図
帳
の
一
一
樹
(
与
の
な
か
に
あ
る
の
を
発
見
し
て
、
初
め
て
一
九
一
四
年
に
「
ア
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第4図 ゴドゥノフのシベリア図 (1667年)の複写図。レ
メゾフのシベリア地図帳(レニングラードの国立公

共図書館蔵)，所収。(A.V. Yefimovによる)。

ツ
ア
ロ
シ
ア
」
第
四
巻
の
地
図
帳

(
K
F
2
2
s
u
g
w
E
H
N
O回目以・

ω・匂
σ
Z円
σロ吋
m-HCE)
そ
の
他
に
発
表
し
て
以
後
、
し
ば
し
ば

そ
の
写
真
版
を
公
表
し
た
の
で
、

一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

九
年
二
月
ま
で
、

た
も
の
で
あ
る
(
第
三
図
参
照
)
。

も
う
一
つ
は
、

ア
ン
ド
レ

l
フ
が
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
国
立

公
共
図
書
館
所
蔵
の
レ
メ
ゾ
フ
の
別
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
帳

(mENvo-uロ
旦
『
問
。
VOH同一
『

O
N
Fロ州
WMB-wEmmw)(
与
の
な
か
に
あ
る

の
を
発
見
し
て
、
そ
の
写
真
複
製
図
を
イ
ェ
フ
ィ

1
モ
フ
が
公
表

し
た
も
の
で
あ
る

8ヨ

と
の
方
は
、
前
者
ほ
ど
に
は
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
第
四
図
参
照
)
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
が
作
製
さ
れ
て
の
ち
間
も

な
く
ロ
シ
ア
へ
来
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
が
、

モ
ス
ク
ワ
で
複
写
し

た
も
の
が
三
種
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
六
六
八
年
一
二
月
か
ら
翌
六

モ
ス
ク
ワ
へ
来
て
滞
在
し
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
使
節
ク
ロ
ー
ン
マ
ン
(
司
円
・
同

B
ロ
o
g凹
p
n
gロ
B
mロ
と
も
書

「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
の
地
名
な
ど
ロ
シ

く
)
と
、
同
使
節
固
に
随
行
し
て
い
た
プ
リ
ュ
ツ
(
同
・
同
・
司
円
F

・
c・
句
弓
Z
と
も
書
く
)
と
は
、
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ア
語
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
転
写
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず
つ
の
複
写
図
を
作
製
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
事
情
は
ク
ロ
ー
ン

マ
ン
の
手
記
に
よ
る
と
、
「
か
れ
ら
は
ま
た
私
に
、
す
べ
て
こ
れ
ら
の
諸
国
土
と
シ
ナ
に
い
た
る
ま
で
の
シ
ベ
リ
ア
と
の
地
図
を
示
し
た
。
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も
と
に
置
く
許
可
を
得
て
、

こ
れ
は
勅
命
に
よ
っ
て
、
ト
ボ
リ
ス
ク
の
地
方
長
官
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
が
、
最
近
送
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
地
図
を
一
晩
だ
け
手

一
枚
の
複
写
図
を
作
製
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
二
人
の
作
製
し
た
二
種
の
複
写
図
は
、
プ
リ
ュ
ツ

ノ
ル
日
ア
ン
シ
ョ
ル
ド

の
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
帝
室
図
書
館
に
あ
り
、
ク
ロ
ー
ン
マ
ン
の
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
図
書
館
に
あ
っ
た
の
を
、

(
k
r

・開・

2

。a
g
m
E
α
E
)
が
発
見
し
て
、
早
く
一
八
八
七
年
に
公
表
し
た
(
ヲ
。

第5図 ゴドゥノフのシベリア図 (1667年)の複写図。
パルムクヴィストの図帳，所収。(A.V. Yefimov 

による〉。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
に
よ
る
も
う
一
種
の
複
写
図
は
、

一
八
九
八

年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
刊
行
さ
れ
た
パ
ル
ム
ク
グ
イ
ス
ト
(
開
・

E-sρ4目
白
骨
)
の
図
帳
の
な
か
に
あ
る
〈
第
五
図
参
照
)
。
パ
ル
ム

ク
ヴ
ィ
ス
ト
は
、

一
六
七
三
年

I
七
四
年
に
モ
ス
ク
ワ
へ
来
た
ス

ウ
ェ

l
デ
ン
の
使
節
団
に
参
加
し
て
い
た
間
閣
の
陸
軍
武
官
で
あ

る
。
パ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
図
の
複
写
は
、

一
八
九
七
年
の
ノ
ル
デ

ン
シ
ョ
ル
ド
の
ペ
リ
プ
ル
ス
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
戸
号
。

な
お
パ
グ
ロ
フ
は
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
テ
チ
ン

(印件目出いロロ問団・

。〕『Hロロ
S
E
E
-
2
0
3
U
H
)
に
あ
る
若
干
の
複
写
図
を
も
指
摘
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
図
は
未
公
刊
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
Fm)
。

さ
て
、
最
初
に
述
べ
た
パ
グ
ロ
フ
発
見
の
レ
メ
ゾ
フ
地
図
帳
の

な
か
の
写
図
に
は
(
第
三
図
参
照
)
、
図
郭
の
上
と
下
と
の
欄
外
に



四
行
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
地
図
帳
の
作
意
セ
ミ
ヨ
ン
・
レ
メ
ゾ
フ
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
の
書
き
込
み
の
内
容
に
は
守

一
七
世
紀
の
シ

ベ
リ
ア
地
図
史
に
と
っ
て
可
な
り
重
要
な
幾
つ
か
の
間
題
点
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
字
の
判
読
は
、
か
な
り
困
難
な
も
の

で
あ
る
ら
し
い
。
す
で
に
一
九
一
九
年
に
パ
ッ
ド
レ

l
は
、
将
来
訂
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
但
し
書
き
を
つ
け
て
‘
英
文
の

そ
の
試
訳
を
発
表
し
て
い
る
が
〔
号
、

一
七
世
紀
の
ロ
シ
ア
古
文
書
の
専
門
学
者
で
あ
る
ア
ン
ド
レ

l
フ
の
解
読
文
と
は
可
な
り
の
相
違

が
あ
る
。

ア
ン
ド
レ

l
フ
の
解
読
に
よ
る
と
、
こ
の
レ
メ
ゾ
フ
の
書
き
込
み
は
、
大
要
次
の
よ
う
な
記
載
で
あ
る
。
た
だ
し
〔

〕
の
な

か
は
本
稿
の
筆
者
巳
ニ
上
〕
が
補
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
章
。
〔
押
型
文
字
の
〕

印
刷
さ
れ
た

e
R
E
g
-
原
地
図
の
複
写
図
。
こ
の
地
図
は
、
七
一
七
六
年
に
門
西
暦
一
六
六
七

年
に

pnu、
皇
帝
の
勅
命
に
よ
り
ト
ボ
リ
ス
ク
に
お
い
て
、
貴
族
の
地
方
長
官
ピ
ヨ

l
ト
ル
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ

(
H
M
M『

O
同
一
円

17世紀のロシア製シベリア諸地図

同〈釦ロ。

i
n何回の
oaロ
ロ
。
〈
)
自
ら
の
労
作
と
筆
写
と
に
よ
っ
て
、
押
型
文
字
を
印
刷
し
て

G
R
V
Eロ
司
自
己

m
Sロ円
05)
作
製
さ
れ
た
。

地
図
に
は
、
ト
ポ
リ
ス
ク
と
他
の
シ
ベ
リ
ア
諸
都
市
並
び
に
そ
れ
ら
の
土
地
と
川
の
沿
岸
の
村
々
が
記
入
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
聞
の
距
離

が
、
適
当
な
土
地
台
帳
も
な
く
作
業
に
関
係
し
た
古
老
も
な
か
っ
た
た
め
に
必
ず
し
も
常
に
正
確
で
は
な
い
が
、
簡
略
に
示
さ
れ
た
。
こ

の
〔
押
型
文
字
の
〕
印
制
さ
れ
た
地
図
以
前
に
は
、
ト
ボ
リ
ス
ク
と
シ
ベ
リ
ア
地
方
の
地
図
は
シ
ベ
リ
ア
に
は
な
か
っ
た
。
こ
の
最
初
の

ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
の
〔
押
型
文
字
の
〕
印
刷
さ
れ
た
地
図
は
、

一
七
六
年
〔
西
暦
一
六
六
七
年
〕
か
ら
現
在
の
ニ

O
五
年
〔
西
暦
二
ハ
九
六
年
〕

ま
で
、
村
も
郷
も
敵
意
あ
る
〔
異
民
族
の
〕
土
地
も
、
補
足
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
ゐ
)
O

レ
メ
ゾ
フ
の
書
き
込
み
に
よ

る
と
、
ト
ボ
リ
ス
ク
に
は
一
六
六
七
年
の
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
以
前
に
は
シ
ベ
リ
ア
全
図
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

さ
て
、
右
の
レ
メ
ゾ
フ
の
書
き
込
み
に
は
、
若
干
の
重
要
な
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
。
ま
ず
第
一
に
は
、
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の
後
こ
の
書
き
込
み
が
行
な
わ
れ
た
一
六
し
九
六
年
ま
で
の
聞
に
、
新
し
い
シ
ベ
リ
ア
全
図
は
作
製
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
の
よ
う
に
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思
わ
れ
る
。
こ
の
記
述
に
対
す
る
ア
ン
ド
レ

l
フ
の
批
判
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
述
の
よ
う
に
、
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ

図
」
以
前
に
は
ア
ン
ド
レ

I
フ
の
主
張
す
る
一
六
三
三
年
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
一
六
六
七
年
以
後
に
も
一
六
九

六
年
ま
で
の
聞
に
は
、
二
回
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
の
作
製
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

レ
メ
ゾ
フ
の
手
記
の
こ
の
部
分
は
正
確
で
な
い
{
旬
、

と

い
う
の
で
あ
る
。

ア
ン
ド
レ

1
フ
が
二
回
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
文
章
の
前
後
の
関
係
か
ら
推
定
す
る
と
、

一
六

七
三
年
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
と
、

一
六
八
四
年
|
八
五
年
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
と
を
、
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
第
三
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
す
で
に
第
三
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、

一
六
三
三
年
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
は
実
際
に
作
製
さ
れ

た
か
否
か
確
証
は
な
く
、
ま
た
実
際
に
作
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
「
全
図
」
と
い
う
意
味
は
東
シ
ベ
リ
ア
ま
で
を
指
す
条
件
つ
き
の
も

で
あ
る
か
ら
、
レ
メ
ゾ
フ
の
手
記
の
よ
う
に
、
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
が
最
初
の
シ
ベ
リ
ア
図
(
太
平
洋
岸
ま
で
の
シ
ベ
リ
ア
全
体
の
地
図
)

で
あ
る
と
考
え
る
の
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
一
六
七
三
年
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
(
従
来
は
一
六
七
二
年

図
と
い
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
も
の
)
は
、
諸
学
者
の
一
致
し
た
見
解
に
よ
る
と
モ
ス
ク
ワ
で
作
製
さ
れ
て
い
る
地
図
で
あ
っ
て
、
ト
ボ

リ
ス
ク
在
住
の
レ
メ
ゾ
フ
は
、
と
の
時
(
一
六
九
六
年
)
に
は
知
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
ア
ン
ド
レ

l
フ
自
身
も
、

後
に
一
六
七
三
年
図
を
論
，
す
る
と
き
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
図
の
存
在
を
指
摘
し
て
レ
メ
ゾ
フ
の
書
き
込
み
の
不
正
確

さ
を
言
う
か
れ
の
議
論
に
は
矛
盾
が
あ
る
。

レ
メ
ゾ
フ
が
モ
ス
ク
ワ
へ
行
っ
て
シ
ベ
リ
ア
省
で
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
作
製
に
従
事
し
た
の

は

一
六
九
八
年
八
月
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
た
だ
レ
メ
ゾ
フ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
帳
(
註
幻
参
照
)
の
な

か
に
あ
る
一
六
八
四
年

l
八
五
年
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
に
つ
い
て
だ
け
、
疑
問
が
残
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、

ア
ン
ド
レ

l
フ
の
よ
う
に

レ
メ
ゾ
フ
書
き
込
み
の
と
の
部
分
を
不
正
確
と
し
て
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
少
な
く
と
も
、
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
が
ト
ボ
リ
ス
ク
に
お

い
て
は
最
初
の
シ
ベ
リ
ア
全
図
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
一
六
三
三
年
図
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
に
は
是
認
す
べ
き
も
の
の



よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

第
二
の
問
題
点
は
、

レ
メ
ゾ
フ
の
書
き
込
み
に
み
え
る

E

百四一の宮町広ロ】
1
・
と
い
う
ロ
シ
ア
語
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
押
型
で
押
し

た
る
」
と
か
「
印
刷
さ
れ
た
る
」
と
か
訳
し
得
る
語
で
あ
る
。
パ
グ
ロ
フ
が
一
九
一
四
年
に
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
の
こ
の
写
図
を
発
見
し

て
以
来
、
パ
グ
ロ
フ
を
始
め
と
し
て
一
般
に
は
、

一
六
六
七
年
の
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
は
当
時
ト
ボ
リ
ス
ク
に
お
い
て
印
刷
さ
れ
た
と
解

釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
パ
グ
ロ
フ
は
そ
の
一
九
五
二
年
の
論
文
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
註
を
つ
け
て
、
と
の
地
図
が
印
刷
さ
れ
た
こ
と
は

ミ
ュ
レ
ル
ス

(
〉
・
冨
巴

-25)
お
よ
び
ヴ
ィ

1
ト
セ
ン
(
戸
当
日
仲
田
何
回
)
の
著
書
か
ら
知
ら
れ
る
五
三
と
念
を
押
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
ア
ン
ド
レ

l
フ
は
、

ま
た
こ
の
時
代
に
は
、

モ
ス
ク

一
六
六
七
年
の
地
図
の
印
刷
さ
れ
た
実
物
は
一
枚
も
現
存
し
な
い
こ
と
、

ヲ
の
印
刷
局

(pwnE'EM『
岱

4
6
3
で
作
製
さ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
国
の
印
刷
地
図
と
い
う
も
の
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
シ
ベ
リ
ア
地
図
に
関

17世紀のロシア製シベリア諸地図

し
て
例
外
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
有
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
、
地
図
が
印
刷
さ
れ
た
こ
と
を
否
定
す
る
。
ア
ン
ド
レ

ー
フ
は
、

レ
メ
ゾ
フ
の
書
き
込
み
に
「
印
刷
さ
れ
た
」
地
図
と
書
か
れ
て
い
る
意
味
は
、
そ
の
地
図
の
な
か
の
標
題
(
ロ
包

HE)
が
、
前

掲
の
書
き
込
み
の
文
章
の
な
か
に
も
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
押
型
文
字
を
印
刷
し
て
|
|
す
な
わ
ち
印
刷
さ
れ
た
文
字
で
(
宮
各
旦
ロ
可
宮
山

σロ
W
S
E
C
-
-な
さ
れ
て
い
る
地
図
と
い
う
意
味
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る

a)O

パ
グ
ロ
フ
と
ア
ン
ド
レ

l
フ
と
の
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
の
印
刷
を
め
ぐ
る
と
の
論
争
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
い
ま
批
判
す
る
た
め
の
資

料
を
も
た
な
い
の
で
、
た
だ
こ
と
に
両
者
の
対
立
す
る
主
張
を
紹
介
し
た
だ
け
に
止
め
て
お
き
た
い
。

第
三
の
問
題
点
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
の
実
際
の
作
者
は
誰
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

セ
ミ
ヨ
ン
・
レ
メ
ゾ
フ
の
前
掲
の
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書
き
込
み
に
は
、
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
が
自
ら
の
労
作
に
よ
っ
て
、
地
図
を
作
っ
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
記
載
に
対
し
て
も
、

ア
ン
ド
レ

l
フ
は
次
の
よ
う
に
批
判
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
図
の
な
か
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
で
記
入
さ
れ
て
い
る
標
題
に
は
、
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「
:
:
:
こ
の
地
図
は
ト
ポ
リ
ス
ク
に
お
い
て
、
貴
族
の
地
方
長
官
ピ
ヨ

l
ト
ル
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
と
そ
の
同
僚
の
努
力

に
よ
っ
て
、
紙
の
上
に
つ
く
ら
れ
た
」
と
、
簡
潔
に
記
述
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
と
そ
の
同
僚
と
は
、
こ
の
集

成
図
の
作
製
に
対
す
る
処
置
を
講
じ
た
だ
げ
で
、
自
ら
そ
の
作
業
に
参
加
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
が
作
者
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
固
執
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
(
号
。

ま
た
、
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
の
作
者
に
つ
い
て
の
パ
グ
ロ
フ
の
考
え
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
‘
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
の
監
督
の
も

と
に
(
ロ
ロ
ao円
昨

日

M
m
mロ句。門司山田町
O
ロ
)

つ
く
ら
れ
た
こ
の
地
図
は
、
後
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
家
セ
ミ
ヨ
ン
・
レ
メ
ゾ
フ

(
い
ま
問
題
に
し
て

い
る
書
き
込
み
の
筆
者
)
の
父
親
の
、
ウ
リ
ヤ
ン
・
レ
メ
ゾ
フ

(
d
q山
口
問
。
B
O
N
O
4
)

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
推
測
す
る
と
と
が
で
き

る
。
ウ
リ
ヤ
ン
は
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
の
親
密
な
協
力
者
で
、
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
に
随
っ
て
ど
こ
に
で
も
行
っ
た
人
で
あ
り
、
旅
行
の
と
き
に
も
、
ま

た
後
に
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
が
免
官
さ
れ
た
と
き
に
も
、
随
行
し
た
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
号
、
と
。

こ
の
パ
グ
ロ
フ
の
推
測
に
対
し
て
も
、

ア
ン
ド
レ

l
フ
は
批
判
的
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

一
六
六
七
年
図
の
作
製
に
、
ウ
リ
ヤ
ン

レ
メ
ゾ
フ
が
直
接
参
加
し
た
と
い
う
確
実
な
証
拠
は
何
も
な
い
。
パ
グ
ロ
フ
は
こ
こ
で
も
証
拠
を
あ
げ
な
い
で
、
ウ
リ
ヤ
ン
が
実
際
ゴ
ド

ウ
ノ
フ
の
側
近
者
で
あ
っ
て
、

一
六
六
七
年
図
の
作
製
の
よ
う
に
重
要
な
仕
事
に
参
加
し
な
い
は
ず
は
な
い
、
と
い
う
一
般
的
状
況
に
立

脚
し
て
い
る
。
そ
れ
は
パ
グ
ロ
フ
の
考
え
る
通
り
で
あ
ア
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

一
六
六
七
年
図
の
作
製
に
ウ
リ
ヤ
ン
・
レ
メ
ゾ
フ
が
参

加
し
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
か
れ
の
息
子
の
セ
ミ
ヨ
ン
・
レ
メ
ゾ
フ
が
知
っ
て
い
た
ろ
う
と
と
は
疑
い
な
く
、
そ
れ
故
に
、

セ
ミ
ヨ
ン
が

「
シ
ベ
リ
ア
史
(
同
印
件
。
ュ
苫
印
伊
豆
吋
岳
山
吉
)
」

を
書
い
て
父
親
の
ウ
リ
ヤ
ン
の
業
績
に
言
及
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
と
と
を
想
起
し
た
は

ず
で
あ
る
品
)
、
と
疑
問
の
意
を
表
し
て
パ
グ
ロ
フ
の
推
測
を
批
判
し
て
い
る
。

セ
ミ
ヨ
ン
・
レ
メ
ゾ
フ
の
書
い
た
「
シ
ベ
リ
ア
史
」
と
い
う
の
は
、
現
在
で
は
「
レ
メ
ゾ
フ
年
代
記
(
河
O
B
R
。〈
m
w
m苫
-
Z
Z
1叩)」



と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
な
か
で
著
者
セ
ミ
ヨ
ン
は
父
親
の
ウ
リ
ヤ
ン
の
人
物
と
業
績
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
{

U
拘
d

、

ア
ン
ド
レ

l
フ
は
疑
問
に
思
う
の
で
あ
る
c

こ

父
親
が
一
六
六
七
年
図
の
作
製
に
参
加
し
た
こ
と
は
記
載
し
て
い
な
い
の
で
、

の
疑
問
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
パ
グ
ロ
フ
の
考
え
も
周
囲
の
状
況
に
基
づ
く
単
な
る
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第

三
者
の
わ
れ
わ
れ
の
立
場
と
し
て
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、

一
六
六
七
年
の
シ
ベ
リ
ア
図
は
、
ト
ボ
リ
ス
ク
の
地
方
長
官
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
の

監
督
の
も
と
に
作
製
さ
れ
た
地
図
で
あ
る
、
と
い
う
に
止
ま
る
。
次
に
考
察
す
る
こ
の
地
図
の
説
明
書
の
な
か
に
も
、
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
の

「
監
督
の
も
と
に

(
U
0
4可
m
g
E
E
)
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
最
後
に
、
こ
の
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
に
対
し
て
書
か
れ
た
目
録
(
あ
る
い
は
説
明
書
)
の
問
題
で
あ
る
。
ア
ン
ド
レ

l
フ
に
よ
る

と

一
六
六
七
年
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
は
、
そ
の
地
図
に
対
す
る
目
録
(
説
明
書

g
名
目
印
)
と
共
に
、

モ
ス
ク
ワ
の
シ
ベ
リ
ア
省
(
日
Z
E
W
M
1

17世紀のロシア製シベリア諸地図

HM同
夜
回
目
)
へ
送
ら
れ
た
。
今
日
そ
の
目
録
は
中
央
国
立
古
文
書
館
(
、
H
，m-
の
・
〉
・
ロ
-
K
F
・
)
の
シ
ベ
リ
ア
省
関
係
古
文
書
の
な
か
に
現
存
し
て

お
り
、
そ
の
標
題
は
「
一
七
六
年
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
に
対
す
る
目
録
:
:
:
(
河
0
8
F回目】
S
E
〈
岳
0
3
R
V
C
見。
m
・包
E
B
E
W
V
N
O
E
-
-
:

-
:
)
」
と
な
っ
て
い
る
。
古
文
書
と
し
て
現
存
す
る
こ
の
目
録
最
初
に
に
注
目
し
た
の
は
、
帝
政
時
代
の
歴
史
家
オ
グ
ロ
ブ
リ
ン

(
Z
-
z・

。mHoσ
ロ
ロ
)
で
、
そ
れ
は
一
八
九
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
目
録
は
そ
の
後
も
未
公
刊
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
(
ぢ
。

こ
れ
と
は
別
に
、

一
九
世
紀
末
の
そ
の
当
時
、
や
は
り
一
七
六
七
年
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
に
対
す
る
目
録
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
の
方
は
、
ル
ミ
ヤ
ン
ツ
ェ
フ
伯
爵

集
蔵
の
写
本
を
も
と
に
し
て
、

チ
ト
フ
(
〉
・
〉
・
寸
芹
。
司
)
が

(
Z・
H
Y
M
N
C
B可
m
g
z
o
J『
)

そ
の
著
書
「
一
七
世
紀
の
シ
ベ
リ
ア
(
印
庄
町
同
ぐ
凶
〈
口
語
W0・
冨
omwJ『
m
w
w
5
8
)
」
の
な
か
に
入
れ
て
公
刊
し
た
。

と
れ
の
標
題
は

「
皇
帝
ア
レ
ク
セ
イ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
勅
命
に
よ
り
ト
ボ
リ
ス
ク
に
お
い
て
集
成
さ
れ
た
全
シ
ベ
リ
ア
の
地
図

(nvσ
え
O
N
E
S
弓
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印日
E
F
N
E
Eロ
ロ
芯

4
4
0
σ
。
-mwoH】O
ロ
-SNロ
Smw弓mv
〉戸
OW明。可
mw
冨即
WHHmw即日
oinymw)
」

と
な
っ
て
い
て
、
前
述
の
シ
ベ
リ
ア
省
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の
写
本
の
標
題
と
は
違
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
両
方
の
目
誌
は
、
そ
の
標
題
が
異
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
オ
グ
ロ
プ
リ
ン
が
両
日
露
を
比
較

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
後
者
に
は
脱
漏
(
ま
た
は
省
略
)
が
あ
り
、
固
有
名
詞
や
数
字
に
も
相
違
が
あ
る
と
い
う
翁
〉
。

し
か
し
刊
本

の
方
が
利
用
に
便
利
で
あ
る
た
め
か
、
そ
の
後
「
ゴ
‘
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
の
説
明
書
と
し
て
は
、
後
者
の
チ
ト
フ
収
載
本
の
方
を
参
照
す
る
場

ム
ロ
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

パ
ッ
ド
レ
ー
も
、
す
で
に
一
九
一
九
年
に
、
パ
グ
ロ
フ
発
見
の
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
の
写
図
と
、
前
記
の
目
録
の
う
ち
後
者
の
ル
ミ
ヤ

ン
ツ
ェ
フ
集
蔵
本
の
方
の
目
録
の
内
容
と
を
比
較
し
て
、
地
図
と
目
録
と
の
聞
に
可
な
り
の
相
違
が
あ
り
、
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地

名
の
数
は
地
図
の
地
名
数
よ
り
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
ち
。

シ
パ
ノ
フ
(
可
-kr-mEσmgoJC
も
一
九
四
九
年
に
、
同
様
に
一
六
六
七
年
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
と
、

チ
ト
フ
刊
行
の
ル
ミ
ヤ
ン
ツ
ェ
フ

集
蔵
本
の
方
の
目
録
と
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
目
録
に
は
都
市
、
柵
、
修
道
院
、
宿
場
村
、
村
、
冬
営
所
な
ど
の
集
落
の

数
は
七
一
カ
所
あ
る
の
に
対
し
て
、
地
図
に
は
五
七
カ
所
し
か
な
い
。
ま
た
目
録
に
は
川
が
六
八
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
地
図
に
は
川
が

一
四

O
も
示
さ
れ
て
い
る
。
目
録
に
は
シ
ベ
リ
ア
と
そ
の
隣
接
地
方
に
住
む
部
族
名
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な
い
の
に
、

地
図
の
方

は
、
シ
ベ
リ
ア
と
そ
の
隣
接
地
方
と
の
民
族
誌
地
図
と
で
も
呼
べ
そ
う
な
状
態
で
あ
っ
て
、
地
図
と
目
録
と
の
聞
に
は
著
し
い
相
違
が
あ

る
。
結
局
こ
の
チ
ト
フ
刊
行
の
ル
ミ
ヤ
ン
ツ
ェ
フ
集
蔵
本
の
方
の
目
録
は
、
全
体
と
し
て
軍
事
的
・
戦
略
的
な
傾
向
を
も
っ
シ
ベ
リ
ア
の

地
理
的
記
載
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
そ
の
作
製
目
的
に
お
い
て
も
、

一
六
六
七
年
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
に
対
す
る
目
録
と
み
な

し
得
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
が
出
た
。
こ
の
目
録
は
、
主
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
省
関
係
古
文
書
の
な
か
に
あ
る
方
の
目
録
か
ら
、

資
料
を
借
用
し
て
、
そ
れ
に
加
筆
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
(
句
。

右
の
シ
パ
ノ
フ
の
得
た
結
論
に
は
ア
ン
ド
レ

l
フ
も
同
調
し
て
お
り
、
さ
ら
に
ア
ン
ド
レ

I
フ
は
、
現
在
必
要
な
こ
と
は
シ
ベ
リ
ア
省
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